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教
育
に
関
し
て
２
０
１
４
年

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
の
ソ

チ
は
、
市
民
に
無
料
英
語
講
座
を

開
講
す
る
な
ど
、
市
民
の
英
語
力

の
底
上
げ
に
奮
闘
し
た
。
国
の
第

２
期
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
中

学
校
卒
業
段
階
で
英
語
検
定
３
級

以
上
が
５０
％
と
し
て
い
る
が
、
本

市
の
昨
年
度
の
取
得
率
は
１６
％
で

あ
る
。
そ
こ
で
中
学
３
年
生
を
対

象
に
英
検
３
級
の
受
験
助
成
事
業

を
提
案
し
た
い
が
、
教
育
委
員
会

の
考
え
は
。

中
学
校
の
定
期
テ
ス
ト
で
客

観
的
な
英
語
力
を
は
か
る
の
は
難

し
い
。
英
検
を
受
け
る
こ
と
で
自

身
の
英
語
力
を
は
か
り
、
学
習
意

欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
英
語
教

育
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
英
検
を

含
め
て
施
策
を
検
討
し
た
い
。

ホストタウンＰＲロゴマーク

骨
髄
移
植
等
に
よ
り
抗
体

が
失
わ
れ
た
子
ど
も
達
へ

の
予
防
接
種
の
再
接
種

予
防
接
種
に
定
期
接
種
と
任

意
接
種
が
あ
る
が
、
そ
の
違
い
は
。

定
期
予
防
接
種
は
、
疾
病
の

発
生
及
び
集
団
で
の
蔓
延
の
予
防

を
目
的
と
し
、
乳
幼
児
期
及
び
学

童
期
を
対
象
と
す
る
も
の
や
、
個

人
の
発
病
及
び
そ
の
重
症
化
と
集

団
で
の
蔓
延
の
予
防
を
目
的
と
し
、

高
齢
者
を
対
象
と
す
る
も
の
等
が

あ
り
、
費
用
は
原
則
自
治
体
負
担

と
な
る
。
任
意
予
防
接
種
は
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い
疾
病
や

定
期
予
防
接
種
の
期
日
・
期
間
以

外
に
実
施
す
る
も
の
で
、
本
人
の

意
思
で
接
種
す
る
も
の
で
あ
る
。

白
血
病
や
小
児
が
ん
等
で
骨

髄
移
植
や
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け

る
と
、
定
期
接
種
で
獲
得
し
た
抗

体
が
な
く
な
り
、
予
防
効
果
が
著

し
く
低
下
す
る
と
２
０
０
８
年
日

本
造
血
細
胞
移
植
学
会
で
明
ら
か

に
さ
れ
、
平
成
２８
年
１０
月
の
厚
生

労
働
省
の
予
防
接
種
研
修
会
で
も

認
識
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ

ン
再
接
種
は
任
意
で
、
費
用
は
自

己
負
担
で
あ
る
。
医
師
か
ら
再
接

種
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
十
数

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
全
て
を
受
け
る

と
最
大
約
２０
万
円
の
自
己
負
担
と

な
る
。
本
来
、
国
が
予
防
接
種
法

改
正
で
救
済
す
べ
き
だ
が
、
厚
生

労
働
省
は
、
再
接
種
助
成
は
「
各

自
治
体
の
判
断
次
第
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
が
、
市
の
見
解
は
。

国
の
見
解
は
大
変
残
念
で
、

本
来
は
法
改
正
し
て
再
接
種
の
助

成
を
国
が
中
心
と
な
っ
て
す
べ
き

で
あ
る
。
移
植
後
に
健
康
的
な
生

活
を
送
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
フ

ォ
ロ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
１

つ
に
予
防
接
種
が
含
ま
れ
る
。

本
市
は
他
自
治
体
に
先
駆
け

て
、
平
成
２６
年
度
か
ら
骨
髄
移
植

ド
ナ
ー
支
援
事
業
助
成
を
実
施
し

た
が
、
内
容
と
実
施
の
経
緯
は
。

平
成
２４
年
に
「
移
植
に
用
い

る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ

れ
、
ド
ナ
ー
登
録
を
増
や
し
、
移

植
を
待
つ
患
者
の
一
助
と
な
る
た

め
に
助
成
事
業
を
開
始
し
、
現
在

ま
で
の
助
成
件
数
は
２
件
で
あ
る
。

（
公
財
）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実

施
す
る
事
業
で
骨
髄
等
を
提
供
し

た
市
民
に
、
通
院
ま
た
は
入
院
の

日
数
に
２
万
円
を
乗
じ
た
額
（
上

限
１４
万
円
）
を
助
成
し
て
い
る
。

助
成
対
象
者
を
雇
用
し
て
い
る
市

内
事
業
所
に
対
し
て
は
、
通
院
ま

た
は
入
院
の
日
数
に
１
万
円
を
乗

じ
た
額
（
上
限
７
万
円
）
を
助
成

し
て
い
る
。

提
供
す
る
側
へ
の
助
成
は
県

内
で
本
市
が
唯
一
で
、
だ
か
ら
こ

そ
提
供
さ
れ
る
側
の
子
ど
も
に
も

目
を
向
け
、
特
別
な
事
情
に
よ
る

再
接
種
に
助
成
制
度
を
創
設
す
べ

き
と
考
え
る
。
人
口
約
１０
万
人
の

自
治
体
で
年
間
予
算
は
約
２０
万
円

で
あ
り
、
件
数
も
多
く
な
い
。
今

後
の
本
市
の
子
育
て
や
医
療
に
対

す
る
姿
勢
に
大
い
に
関
係
す
る
が
、

こ
の
提
案
に
対
す
る
考
え
は
。

枚
方
市
、
堺
市
、
大
阪
市
な

ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府

は
今
年
度
よ
り
１０
分
の
１０
の
補
助

が
実
施
さ
れ
る
の
で
、
助
成
を
実

施
す
る
市
町
村
は
増
え
る
と
考
え

ら
れ
る
。
県
内
の
実
施
団
体
は
な

い
が
、
今
後
、
県
に
見
解
を
確
認

し
た
い
。
必
要
性
は
十
分
認
識
し

て
お
り
、
先
進
自
治
体
の
接
種
の

種
類
や
対
象
者
な
ど
の
情
報
収
集

に
努
め
、
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
死
因
で
最
も
多
い

疾
患
は
小
児
が
ん
で
、
そ
の
う
ち

最
も
多
い
も
の
は
骨
髄
移
植
や
抗

が
ん
剤
治
療
が
必
要
な
急
性
リ
ン

パ
性
白
血
病
だ
が
、
原
因
や
発
生

時
期
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
自
治

体
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
市
は
県

内
で
唯
一
、
骨
髄
提
供
に
助
成
を

行
い
、
市
内
に
医
科
大
学
が
あ
り
、

Ｍ
Ｂ
Ｔ
構
想
（
医
学
を
基
礎
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
）
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
医
者
で
あ
る
市
長
が
い
る

本
市
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
助
成
を

前
進
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
は
。

移
植
後
の
予
防
接
種
は
慣
例

化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ

を
す
る
こ
と
で
移
植
の
結
果
が
よ

く
な
り
子
ど
も
た
ち
の
命
を
救
う

た
め
に
な
る
。
本
市
だ
け
で
は
な

く
、
こ
の
助
成
事
業
は
ス
タ
ー
ト

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

一般質問

西
川　

正
克

（
日
本
共
産
党
）

新
本
庁
舎
建
設
事
業

平
成
２９
年
１２
月
議
会
の
一
般

質
問
で
新
本
庁
舎
建
設
事
業
を
取

り
上
げ
、
他
市
事
例
か
ら
、
建
設

事
業
費
を
更
に
縮
減
で
き
る
と
考

え
、
調
査
・
研
究
を
す
る
よ
う
提

案
し
た
。
市
長
も
「
免
震
構
造
で

し
っ
か
り
と
し
た
建
物
に
す
る
。

コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
建
設
費
用

は
で
き
る
だ
け
縮
減
し
た
い
」
と

答
弁
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
本
市

と
し
て
、
他
市
の
調
査
・
研
究
に

ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

兵
庫
県
洲
本
市
役
所
を
視
察

し
た
。
庁
舎
は
、
床
面
積
１
万
５

８
２
㎡
、
地
上
６
階
地
下
１
階
、


